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市民アンケート結果

「各務原市DX推進計画」策定に伴う市民アンケート調査を実施しました。

（1）調査目的
この調査は、市民のデジタル技術の利用状況や、今後期待される市民サービス等についての意見等を把握し、DX推進計画策定の基礎資料

とすることを目的として実施したものです。

（2）調査対象および調査方法 （3）回答数

項目 内容

調査対象
① 18歳以上の市民から無作為抽出した2,000人
② 市ウェブサイトで募集（市内在住者に限る）

調査方法
インターネット回答
（インターネットからの回答が困難な方は、郵送回答）

調査期間 令和7年4月21日～5月20日（30日間）

有効回答数 回答率

①18歳以上の市民から
無作為抽出した2,000人

517件 25.9%

②市ウェブサイトで募集
（市内在住者に限る）

4件 ―
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市民アンケート結果

【問1】年齢 【問2】地域 【問3】性別

79

15.2%

41

7.9%

69

13.2%

85

16.3%

79

15.2%

86

16.5%

82

15.7% 129

24.8%

37

7.1%

121

23.2%

199

38.2%

35

6.7%

229

44.0%

284

54.5%

8

1.5%

回答者の属性について

■ 10代 ■ 20代 ■ 30代
■ 40代 ■ 50代 ■ 60代 ■ 70歳以上

■ 那加 ■ 稲羽 ■ 蘇原
■ 鵜沼 ■ 川島

■ 男性 ■ 女性 ■ 未回答
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市民アンケート結果

【問4】インターネットの利用頻度

回答数 割合

毎日 469 90.0%

週に数回 19 3.6%

週に1回 3 0.6%

月に数回 6 1.2%

ほとんど利用
しない

24 4.6%

計 521 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

■ 毎日 ■ 週に数回 ■ 週に1回 ■ 月に数回 ■ ほとんど利用しない



4

市民アンケート結果

【問5】インターネットに接続する主なデジタル機器（年代別）

スマートフォン 携帯電話 パソコン タブレット テレビ ゲーム機
利用できない
利用しない

合計

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

10代 69 87.3% 2 2.5% 5 6.3% 3 3.8% 0 0% 0 0% 0 0% 79

20代 37 90.2% 0 0% 3 7.3% 1 2.4% 0 0% 0 0% 0 0% 41

30代 65 94.2% 1 1.4% 2 2.9% 0 0% 0 0% 1 1.4% 0 0% 69

40代 75 88.2% 0 0% 6 7.1% 3 3.5% 1 1.2% 0 0% 0 0% 85

50代 65 82.3% 1 1.3% 11 13.9% 2 2.5% 0 0% 0 0% 0 0% 79

60代 69 80.2% 0 0% 13 15.1% 1 1.2% 2 2.3% 0 0% 1 1.2% 86

70歳
以上

45 56.3% 2 2.5% 24 30.0% 4 5.0% 2 2.5% 0 0% 3 3.8% 80



5

市民アンケート結果

【問5】インターネットに接続する主なデジタル機器（年代別）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

■ スマートフォン ■ 携帯電話 ■ パソコン ■ タブレット ■ テレビ ■ ゲーム機 ■ 利用できな・利用しない ■ 無回答
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市民アンケート結果

【問6】デジタル機器を十分に活用できているか（年代別）

活用できている
どちらかといえば
活用できている

どちらとも
いえない

使用に不安を
感じる

使用に大きな不安
を感じる

無回答

合計

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

10代 43 54.4% 32 40.5% 3 3.8% 1 1.3% 0 0% 0 0% 79

20代 21 51.2% 17 41.5% 3 7.3% 0 0% 0 0% 0 0% 41

30代 28 40.6% 31 44.9% 9 13.0% 0 0% 0 0% 1 1.4% 69

40代 21 24.7% 46 54.1% 16 18.8% 2 2.4% 0 0% 0 0% 85

50代 19 24.1% 38 48.1% 20 25.3% 2 2.5% 0 0% 0 0% 79

60代 15 17.4% 35 40.7% 20 25.3% 11 12.8% 5 5.8% 0 0% 86

70歳
以上

18 22.0% 22 26.8% 15 18.3% 18 22.0% 6 7.3% 3 3.7% 80
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市民アンケート結果

【問6】デジタル機器を十分に活用できているか（年代別） 問6で使用に不安を感じる・使用に大きな不安を感じると回答した方が対象

デジタル機器の利用に関して不安に感じる点

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

28

31.1%

19

21.1%

11

12.2%

29

32.2%

3

3.3%

■ 操作方法がわからない ■ 故障やトラブル時の対応
■ 通信費用などがかかる ■ 情報セキュリティや個人情報漏洩 ■ その他

■ 活用できている ■ どちらかといえば活用できている ■ どちらともいえない
■ 使用に不安を感じる ■ 使用に大きな不安を感じる ■ 無回答
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市民アンケート結果

【問7】デジタル機器を使いたいと思うきっかけ（複数回答）

382

347

304

244

241

233

232

199

186

172

130

109

100

93

12

9

0 50 100 150 200 250 300 350 400

家族・親族・友人等とのコミュニケーション

ニュースや知りたい情報に関する検索

写真や動画の撮影や保存、共有

インターネットショッピングやオークション、フリマの利用

買い物時のキャッシュレス決済

電子書籍、動画、音楽、ゲームなどの趣味活動

電車やバス、道路情報など交通情報の収集

トレンドのSNS（Instagram、X等）閲覧や投稿

仕事やビジネス上の利便性向上（テレワーク、Web会議等）

スケジュールや健康状態の管理など日々の記録

公共施設や宿泊施設、セミナー、コンサートなどの予約

金融取引（インターネットバンキングや株取引等）

公的機関や民間企業へのオンライン申請

節約術の実践やポイントなどの報酬獲得

特になし

その他

（件）
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市民アンケート結果

【問8】市の行政手続について、不便・不満等を感じていること（年代別）

ある ない 分からない 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

10代 8 4.9% 30 19.7% 41 20.1% 0 0.0%

20代 9 5.5% 14 9.2% 18 8.8% 0 0.0%

30代 28 17.1% 13 8.6% 28 13.7% 0 0.0%

40代 38 23.2% 19 12.5% 28 13.7% 0 0.0%

50代 37 22.6% 22 14.5% 20 9.8% 0 0.0%

60代 22 13.4% 25 16.4% 39 19.1% 0 0.0%

70歳
以上

22 13.4% 29 19.1% 30 14.7% 1 100.0%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

■ ある ■ ない ■ わからない ■ 無回答
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市民アンケート結果
問8で市の行政手続について、不便・不満等を感じていることがあると回答した方が対象

市の行政手続で不便・不満等を感じている点（複数回答）

113

102

57

51

48

48

45

38

29

20

8

11

0 20 40 60 80 100 120

土日や夜間等に手続ができない

窓口に出向くのが面倒

窓口に出向く時間がない

どの窓口で手続ができるか分かりにくい

申請用紙等の記入が煩雑

複数の窓口を回る必要がある

窓口での待ち時間が長い

手続の仕方が分かりにくい

添付書類が多い

窓口職員の説明が分かりにくい

窓口に出向くことでウイルス感染が心配

その他

（件）
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市民アンケート結果

【問9】市の行政手続について、オンライン化を推進すべきか

回答数 割合

賛成 212 40.7%

どちらかといえば
賛成

171 32.8%

どちらとも
いえない

103 19.8%

反対 12 2.3%

どちらかといえば
反対

22 4.2%

無回答 1 0.2%

212

40.7%

171

32.8%

103

19.8%

12

2.3%
22

4.2%

1

0.2%

■ 賛成 ■ どちらかといえば賛成 ■ どちらともいえない
■ 反対 ■ どちらかといえば反対 ■ 無回答
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市民アンケート結果
問9で市の行政手続について、不便・不満等を感じていることがあると回答した方が対象

「どちらかといえば反対」「反対」を選択した理由

23

21

17

13

13

11

9

5

4

2

2

5

0 5 10 15 20 25

デジタル機器の操作等について習熟していないため

情報セキュリティや個人情報漏洩が不安なため

窓口等で相談や質問しながら申請や届出をしたいため

デジタル機器を利用できる人とできない人の格差拡大が発生するため

オンライン申請サービスの利用の仕方が分からないため

デジタル機器の故障やシステムトラブル時にサービスを利用できないため

きちんと受理されたか不安を感じるため

書面での申請で不便を感じていないため

紙ベースの添付書類をデータ化するのが煩雑なため

インターネットを利用するための各種費用が高いため

申請や届出を行うことがなく必要性がないため

その他

（件）
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市民アンケート結果

【問10】利用したことのある市のデジタルサービス（複数回答）

291

116

106

92

85

81

73

68

67

63

55

46

39

31

23

14

12

12

6

1

4

0 50 100 150 200 250 300

市公式ウェブサイト

ごみ分別検索

コンビニ交付サービス

特になし

各種オンライン申請サービス（住民票の写し等の郵送請求、給付金等の申請など）

市公式SNS（LINE、Xなど）

各種オンライン予約受付（健診・検診予約、チョイソコかかみがはらなど）

税金等のオンライン決済

デジタル広報紙

スマート連絡帳

中央図書館資料検索

公共施設予約システム

市役所窓口や公共施設・公共交通でのキャッシュレス決済

公共施設におけるWi-Fiの利用

かかみがはら電子図書館

コドモン

混雑状況確認サイト

市議会中継・会議録の検索

オンライン寺子屋事業（Youtubeでの企業見学配信）

AIチャットボット総合案内サービス

その他

（件）
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市民アンケート結果

【問11】市の行政サービスのデジタル化に満足しているか

回答数 割合

満足 22 4.2%

どちらかといえば
満足

115 22.1%

どちらとも
いえない

348 66.8%

どちらかといえば
不満

22 4.2%

不満 12 2.3%

無回答 2 0.4%

22

4.2%

115

22.1%

348

66.8%

22

4.2%

12

2.3%

2

0.4%

■ 満足している ■ どちらかといえば満足 ■ どちらともいえない
■ どちらかといえば不満 ■ 不満 ■ 無回答
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市民アンケート結果

【問12】今後、デジタル化が進むことで、どのような良い影響が生じるか（複数回答）

385

305

202

188

88

71

42

26

26

24

15

5

0 50 100 150 200 250 300 350 400

各種手続がスムーズになる

必要な情報が入手しやすくなる

生活が便利になる

ペーパレスによる環境資源などの節約ができる

仕事やビジネスで経費削減や生産性が向上する

感染症対策として、人と人との直接的な接触を減らすことができる

分からない

人と人との交流が多くなる

教育・文化水準が上がる

地域経済が豊かになる

特に良い影響は生じない

その他

（件）
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市民アンケート結果

【問13】今後の5年間で、各務原市総合計画のどの分野でデジタル化に取り組むことが重要であるか（最大3つ選択）

289

229

221

102

74

53

50

43

41

0 50 100 150 200 250 300

健康・医療・福祉

出産・子育て・教育

防災・防犯

文化・スポーツ・生涯学習

行財政

都市基盤整備

市民協働

産業・交流

自然・環境

（件）
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市民アンケート結果

【問14】市のDX推進に対する意見 ※いただいた回答でご意見の多かったものを要約して記載しています。

■情報化の推進について

⚫ DX推進は、少子高齢化が招く社会基盤の脆弱化に対抗する有効な手段だと考えている。速やかに進めてほしい。
⚫ 積極的に推進して人件費や経費をもっと有意義に使用した方がよい。
⚫ DX推進により、市に誇りを持ち、周りに自慢できるような状態になってほしい。
⚫ DXの推進とあわせて、業務改革が大事。昔からの慣例にとらわれない市の運営を期待している。
⚫ 今後、職員の確保が困難になることを踏まえ、DXと魅力ある職場環境づくりを両輪で進めてほしい。
⚫ ある程度は進んでいるが、先進的とは言えない。次の世代が住みやすい方向に進めてほしい。
⚫ 日本は災害が多い国なので、アナログな手法も残しておく必要がある。
⚫ デジタル化されると手続はスムーズになる反面、情報流出のリスクが心配だ。

■申請・手続について

⚫ 待ち時間短縮、コスト削減のため、オンラインでの手続へ移行してほしい。
⚫ 土日や夜間でも諸手続ができるようにしてほしい。
⚫ 申請や手続する市民が、より簡単に分かりやすい方法で出来ればありがたい。
⚫ デジタルにしたところで、申請が煩雑では意味がない。
⚫ マイナンバーカードをもっと活用してもいいのではないか。
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市民アンケート結果

■デジタルデバイドについて

⚫ スマホやパソコンの操作に不安があるため、相談できる環境を整備してほしい。
⚫ 高齢者がスマホやパソコンを学習できる機会を増やすことで、取り残されないようにする必要がある。
⚫ DX推進には、高齢者など馴染みの少ない人への普及が課題。
⚫ デジタルに適応できない人が安全・安心してサービスを受けられるか心配。

■情報発信について

⚫ 各個人に該当する補助制度などを、市側から情報提供してほしい。
⚫ 誰にでも分かるよう、難しい文言を使わず簡単にしてほしい。
⚫ 回覧板をデジタル配信してほしい。

■地域づくりについて

⚫ 広報紙の配布や回覧板は自治会役員の負担になっている。SNS等で一斉連絡できたり、役員会議をオンラインで実施できるようにして
ほしい。

⚫ みんなが住みやすく、子育てしやすく、市民に寄り添うまちにしてほしい。
⚫ 介護世帯など地域から乖離しやすい人への取り組みをすべきである。
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